
報告者 港湾課 主任主査 鈴木伸和
副主査 江口東吾

令和６年能登半島地震に係る
漁港被災状況調査等支援の業務報告

派 遣 先：石川県能登町役場
派遣期間：１月１７日～２月１日(第一陣)

のとちょう
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（令和６年２月２２日作成）



地震と地形変動の状況

震度分布図（気象庁作成）
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・令和６年１月１日(元日)に能登半島地震(最大震度７)が発生。
能登町役場付近は震度６弱。

・令和６年１月１０日
水産庁から、石川県内の市町村管理漁港を中心に被害状況
の詳細が把握できていない状況であるため、各都道府県に
対して職員派遣についての検討依頼あり。

・令和６年１月１２日
石川県から、漁港施設等の災害復旧事業に関する現地調査
業務等のため能登町への職員派遣について正式依頼あり。

・職員派遣
第一陣 １／１７～２／ １ 港湾課員２名

港湾課 主任主査鈴木伸和、副主査江口東吾
第二陣 １／３１～２／１４ 港湾課員２名
(予定) 港湾課 主任主査高橋徹、主査松坂岳史

派遣までの経緯
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＜被害調査時の地区分担＞
宮城県担当：北側５漁港
・松波(まつなみ)漁港
・比那(びな)漁港
・白丸(しろまる)漁港
・小浦(おうら)漁港
・羽根(はね)漁港

福島県担当：南側５漁港
・藤波(ふじなみ)漁港
・波並(はなみ)漁港
・矢波(やなみ)漁港
・七見(しちみ)漁港
・鵜川(うかわ)漁港

能登町

能登町管理１０漁港の
災害復旧関係業務支援
（派遣：福島県・宮城県）

調査対象漁港位置図

※被害大の比那、白丸は２県合同調査
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漁港被害の状況 鵜川漁港 物揚場

・物揚場本体の沈下・傾斜
・エプロン舗装の沈下（10～20ｃｍ)
・道路や用地の舗装版の亀裂や陥没
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漁港被害の状況 比那漁港 物揚場

・地震と津波による物揚場の流失

※被害拡大防止のため、応急仮復旧工事
による大型土嚢設置を計画。
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漁港被害の状況 白丸漁港 防波堤

・地震と津波による防波堤の倒壊
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漁港被害の状況 白丸漁港 海岸護岸

・地震と津波による海岸堤防(波返し)の倒壊

※背後人家の再度被害防止のため、
応急仮復旧工事による大型土嚢設置を計画。
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被害の状況（輪島市・輪島港）
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業務支援の内容

・各漁港の被災状況調査
被災箇所(施設)の特定
被災状況スケッチ
被災程度の簡易計測
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業務支援の内容

・各漁港の被災状況調査
被災箇所(施設)の特定
被災状況スケッチ
被災程度の簡易計測
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業務支援の内容

・現地調査のとりまとめ
被災箇所図の作成
状況写真の整理

・水産庁への報告資料の作成
（災害速報、被害状況報告書）
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業務支援の内容 ・応急仮復旧工事に関する協議
・測量設計業務(町発注)に向けた
技術的支援
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・被災家屋やガレキに関する関係機関との事前調整
（環境省・水産庁・石川県）

※各対象物を除去するためどの事業を適用すべきか
ウェブ会議により対応方針等に関する協議を行う。

陸域の被災家屋

海域の被災家屋

陸域のガレキ

海岸のガレキ

業務支援の内容
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能登町役場農林水産課と宮城県派遣職員の皆様
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江口 鈴木能登町
小原課長補佐

能登町
向井課長

宮城県
米谷技師

宮城県
千葉技師

能登町
時長主幹


